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◆	特集 地域のみんなで災害に備えよう
◆	第２回度会町議会定例会
◆	町長と語ろう「ふれあいトーク」結果報告
◆	国民年金保険料猶予・免除制度
◆	福祉医療費助成 受給資格更新



い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
と
さ
れ
る
東
海
地
震
や
、
今
世

紀
前
半
で
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が

起
こ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
や
津
波

な
ど
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
広

範
囲
に
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

の
「
防
災
週
間
」
に
ち
な
み
、
９

月
６
日
（
日
）
に
、
町
内
全
域
で

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

度
会
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
東
海
地

震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の

大
地
震
に
備
え
て
、
た
と
え
被
災

し
た
と
し
て
も
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
防
災
・
減
災
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
、
住
民
の
防
災
・
減
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
家

族
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
訓
練
に
参
加

し
、
身
を
守
る
術
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
と
き　

９
月
６
日
（
日
）

午
前
７
時
50
分
～
11
時
（
小
雨

決
行
）

※
気
象
状
況
に
よ
り
、
訓
練
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

各
区
・
自
治
会
の
訓

練
場
所
（
表
３
参
照
）

※
訓
練
は
、
各
自
主
防
災
会
を
主

体
に
行
い
ま
す
。

▽
訓
練
内
容　

◦
避
難
お
よ
び
安
否
確
認
訓
練

◦
消
火
栓
お
よ
び
小
型
消
防
ポ
ン

プ
の
取
扱
い
方
体
験

◦
人
命
救
助
を
学
ぶ

◦
非
常
食
の
試
食
、
意
見
交
換
会

な
ど

※
詳
し
い
内
容
は
、
表
２
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
主
催　

度
会
町
、
各
区
・
自
治

会
、
各
自
主
防
災
会

▽
協
力　

度
会
町
消
防
団
、
伊
勢

市
消
防
署

防
災
訓
練
は
、
町
防
災
行
政

無
線
の
放
送
か
ら
始
ま
り
ま
す

９
月
６
日
（
日
）
午
前
７
時
50

分
に
、
町
防
災
行
政
無
線
に
て
、

防
災
訓
練
の
開
始
を
告
げ
る
放
送

を
し
ま
す
。
こ
の
放
送
を
聞
い
た

ら
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
想
定
は

９
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
50

分
、
東
海
地
震
の
前
兆
現
象
が
観

測
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
が

東
海
地
震
予
知
情
報
を
発
表
、
同

時
に
内
閣
総
理
大
臣
が
東
海
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
に
対
し
て
、

警
戒
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
９
月
６
日
（
日
）

午
前
７
時
40
分
、
東
海
地
震
、
東

南
海
地
震
、
南
海
地
震
が
、
同
時

に
発
生
し
、
度
会
町
で
は
最
大
震

度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
。
多
く
の

人
的
被
害
の
ほ
か
、
建
物
の
崩
壊
、

火
災
の
発
生
が
あ
り
、
斜
面
崩
壊

や
道
路
・
橋
梁
の
損
壊
に
よ
っ
て
、

孤
立
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

（表 1）度会町総合防災訓練の流れ

家
族

家
庭

町
３
役
・
職
員

消
防
団
員

各
区
・
自
治
会

各
自
主
防
災
会

役
　
場

とき
ところ ひと

8月15日
以降 前日（９月５日） 訓練の当日（9月6日）　■午前７時50分～11時00分

各
地
区
避
難
所
・
訓
練
場
所

防災会議を開く

東海地震予知情報
の確認（町防災行
政無線で確認） 避難・安否確認訓練

非常食の試食
・

意見交換会

（午後7時00分）

（午後7時00分）

（午前7時50分）

（午前7時50分～）

（午前10時00分～）

通信訓練

   （対象地区）

東海地震予知情報
の告知（町防災行
政無線で告知）

防災訓練開始告知
（町防災行政無線で告知）

（午前7時50分～）
　町災害対策本部を設置

（午前8時10分～）

（午前9時30分～）

消火栓および小型
消防ポンプの取扱
い方を体験

人命救助を学ぶ

（午前10時40分～）

通信訓練

【指導】
消火栓および小型消防ポンプ
の取扱い方、人命救助の仕方

特
集　

地
域
の
み
ん
な
で
災
害
に
備
え
よ
う
！

災
害
　
そ
の
と
き
ど
う
す
る
・
・
・

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課
（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）
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■ 特集　地域のみんなで災害に備えよう！

平
成
21
年
度
度
会
町
総
合
防
災
訓
練　

９
月
６
日（
日
）
午
前
７
時
50
分
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

（表２）度会町総合防災訓練の内容
種目 とき ところ ひと 内容

災害対策本部設置訓練 午前
7 時 50 分 町災害対策本部（役場）町３役

町職員
役場内に度会町災害対策本部を設
置し、情報収集にあたります。

防災訓練開始告知 午前
7時50分 町内全域 全住民 ７時 50 分、町防災行政無線にて

防災訓練の開始を告知します。

避難・安否確認訓練
午前
7時50分～
8時10分

各地区避難場所 各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、家族や隣近所で
安否確認を行いながら、各地区避
難所へ徒歩や自転車で避難してく
ださい。
各自主防災会長は、避難・安否確
認した住民の世帯数と人数を確認
します。

消火栓および小型消防
ポンプの取扱い方を体験

午前
8時10分～
9時30分

各地区訓練場所
消防団員
各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、消防団員の指導
のもと、消火栓および小型消防ポ
ンプの取扱いを体験します。

人命救助を学ぶ
午前
9時30分～
10時00分

各地区訓練場所
消防団員
各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、打撲や骨折、傷
を負った人（負傷者）の応急手当
の仕方や負傷者の人手による運び
方（搬送の仕方）を学びます。

非常食の試食
意見交換会

午前
10時00分～
10時40分

各地区訓練場所
各自主防災会長
住民
消防団員

非常食を試食し、防災訓練の内容
や防災・減災対策について、意見
交換を行います。

通信訓練
午前
10時40分～
11時00分

町中央公民館
町災害対策本部

対象自主防災会の
代表者
消防団員

訓練対象地区の自主防災会の代表
者は、町防災行政無線の双方向通
話機能を活用して、町災害対策本
部に避難・安否確認報告などの通
信訓練を行います。

終了

（表３）度会町総合防災訓練の場所
各区・自治会
各自主防災会 避難・安否確認訓練を行う避難場所 各区・自治会

各自主防災会 避難・安否確認訓練を行う避難場所

注連指 注連指集落農事集会所 田　間 田間区多目的集会所
田　口 新生わたらい茶（株）・下地区墓地前 当　津 徳林寺
麻加江 麻加江公民館 茶屋広 茶屋広区コミュニティセンター
坂　井 坂井区営農親睦センター 川　口 安心寺
長　原 長原公民館 栗　原 清光寺
立　花 立花公民館 中之郷 金竜庵
鮠　川 鮠川構造改善センター 日　向 日向多目的集会場
立　岡 立岡構造改善センター 五ヶ町 宝泉寺
大久保 大久保構造改善センター 小　川 小川公民館
平　生 平生構造改善センター 火打石 慈眼寺
牧　戸 牧戸公民館 駒ヶ野 耕雲寺
棚　橋 棚橋コミュニティセンター 小　萩 小萩公民館

宮ノ西自治会 度会小学校防火水槽前 柳 柳公民館
度会団地自治会 　　　　 〃 市　場 市場公民館

大野木 大野木公民館 脇　出 脇出公民館
葛　原 葛原多目的集会所 和井野 和井野区公会堂
下久具 下久具公民館 南中村 南中村公民館
上久具 上久具公民館 川　上 川上区公民館

※宮ノ西自治会・度会団地自治会は合同訓練となります。
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家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！

自
助
・
共
助
・
公
助

町
内
全
区
・
自
治
会　

自
主
防
災
会
を
結
成

①
危
険
箇
所
の
点
検
と
対
策

家
の
中
・
外
に
あ
る
危
険
箇
所

の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

危
険
箇
所
の
対
策

◦
家
具
を
柱
や
壁
の
下
地
が
あ
る

部
分
に
金
具
な
ど
で
固
定
し
、

転
倒
な
ど
を
防
止

◦
家
具
の
上
部
に
軽
い
物
を
、
下

部
に
は
重
い
物
を
収
納
す
る

◦
戸
棚
や
照
明
器
具
の
落
下
を
防

止
◦
陶
器
類
が
入
っ
た
食
器
棚
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
は
、
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー

プ
を
貼
り
、
棚
板
に
桟
を
設
置

②
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確

認 災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
と
き
に
家
族
が
一
緒
に
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
備
え
て
、
何
を
し
て
お
く
べ
き
か
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に

な
っ
た
と
き
は
、
ど
う
す
る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

④
防
災
訓
練
へ
の
参
加

各
機
関
で
開
催
さ
れ
る
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭

で
も
簡
単
な
訓
練
を
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

⑤
非
常
持
出
品
や
備
蓄
品
の
備
え

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常

持
出
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日

間
分
の
食
糧
な
ど
を
備
蓄
し
、
定

期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

『
土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
』
な
ど

を
参
考
に
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー

ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
家
族
間
の
連
絡
方
法

常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

豆
知
識

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

は
、
災
害
時
に
被
災
者
が
居
場
所

や
無
事
を
伝
え
た
り
、
家
族
や
親

せ
き
の
安
否
を
確
認
し
た
り
で
き

る
声
の
伝
言
板
で
す
。
一
般
加
入

電
話
・
公
衆
電
話
・
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
一
部
企
業
を
除
く
）
か

ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
契
約

な
ど
は
不
要
で
す
。

こ
の
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、

大
災
害
が
起
き
た
と
き
に
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▽
問
合
先　

局
番
無
し
の「
１
１
６
」

震
災
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
応
力
を
高

め
、
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

言
わ
れ
ま
す
。

自
助

「
自
ら
の
安
全
は
、
自
ら
が
守

る
」
こ
れ
が
、防
災
の
基
本
で
す
。

地
震
の
揺
れ
の
中
で
は
、
誰
も
が
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
自
分
の
手
で
自
分
・
家

族
・
財
産
を
守
る
備
え
と
行
動
を

自
助
と
呼
び
ま
す
。

共
助

「
わ
が
ま
ち
は
、
わ
が
手
で
守

る
」
こ
れ
が
地
域
を
守
る
最
も
効

果
的
な
方
法
で
す
。
そ
し
て
地
域

を
守
る
こ
と
は
、
自
分
を
守
る
こ

と
で
す
。

震
災
の
よ
う
な
広
域
災
害
で
は
、

地
域
の
防
災
機
関
も
、
同
時
に
す

べ
て
の
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
救

出
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
円
滑
に
協

力
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の

交
流
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
て
地
域
を
守
る
備
え
と
行

動
を
共
助
と
呼
び
ま
す
。

公
助町を

は
じ
め
、
警
察
・
消
防
・

自
衛
隊
・
県
・
国
と
い
っ
た
行
政

機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
企
業
の
応
急
対

策
活
動
を
公
助
と
呼
び
ま
す
。
各

機
関
と
も
、
災
害
の
発
生
か
ら
で

き
る
だ
け
早
く
、
す
べ
て
の
能
力

を
応
急
対
策
活
動
に
充
て
ら
れ
る

よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
連
携
し
て

自
分
を
中
心
に
考
え
る
と
、
震

災
の
直
後
、
自
分
を
守
る
の
は
自

助
の
力
で
す
。 

自
分
一
人
で
は

対
応
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
と

き
、
頼
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
共

助
で
す
。
そ
れ
は
同
時
に
自
分
が

可
能
な
ら
ば
共
助
に
参
加
す
る
意

識
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

公
助
と
と
も
に
状
況
を
安
定
さ
せ

復
旧
・
復
興
へ
と
向
か
い
ま
す
。

公
助
が
活
動
を
始
め
て
も
、
そ
の

援
助
の
手
が
、
円
滑
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
も
と
に
届
く
た
め
に

は
、
共
助
と
の
連
携
が
効
果
的
で

す
。こ

う
し
た
連
携
が
、
地
域
、
そ

し
て
自
分
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
早
期
に
復
旧
・
復
興
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

本
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、
町

内
全
区
・
自
治
会
に
自
主
防
災
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
防

災
訓
練
か
ら
、
各
区
・
自
治
会
で

自
主
防
災
会
が
主
体
と
な
っ
て
訓

練
を
行
い
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！
／
自
助
・
共
助
・
公
助
／
全
区
・
自
治
会
・
自
主
の
防
災
会
結
成

■ 特集　地域のみんなで災害に備えよう！
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～ 

全
35
会
場
で
８
４
９
人
が
参
加 

～

町
長
と
語
ろ
う
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
開
催

町
長
と
語
ろ
う
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
開
催

「
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
や
若
い
世
代

の
方
々
に
町
政
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
に

も
、
地
区
単
位
で
座
談
会
形
式
の
討
論
会

を
開
催
し
た
い
」
と
い
う
町
長
の
公
約
の

一
つ
で
あ
り
ま
し
た“
町
長
と
語
ろ
う「
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
」”
は
、
全
て
の
地
区
を

対
象
と
し
て
平
成
20
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
全
35
会
場
で
合
計
８
４
９
人
の
皆
さ

ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
、
町
政
に
対
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
地
域
で
抱
え
る
問

題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
ご
発
言
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
町
長
か
ら
「
創
意
と
工
夫

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
構
想
を
お
話
し
す
る
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
開
催
結

果
に
つ
い
て
一
部
抜
粋
し
て
ご
報
告
し
ま

す
。

主なご意見・ご要望

◦ 企業誘致について
◦ 風力発電の進捗状況について
◦ 過疎化対策について
◦ 市町村合併の今後の行方
◦ 防災対策について
◦ 防災行政無線の放送について
◦ 旧小学校などの跡地利用について
◦ 小学校統合について
◦ スクールバスについて
◦ 農林業政策について　
◦ 宮リバー度会パークの活性化について
◦ 老人ホームについて
◦ ごみの出し方について
◦ 葬儀場の建設要望

いただきましたご意見やご要望は、庁内
で十分に検討し、今後の町政運営の参考に
させていただきます。

そのほか、“町長と語ろう「ふれあいトー
ク」”で話し合われました課題の中で、早
急に対応できるものについては、次のとお
り対応しています。

町では、来年度に“第２回町長と語ろう「ふれあいトーク」”
を計画しています。開催については、「広報わたらい」などで
周知する予定ですので、ぜひご参加ください。

また、役場には「町民の声箱」、町ホームページには「お問
い合わせ」フォームを設けています。常時、ご意見やご要望を
投稿していただけますので、貴重なご意見・ご要望をお寄せく
ださい。
▷問合先　役場政策調整室（☎６２－２４２３）

●ごみのパトロールの再導入
平成２０年１０月１日から、不法投棄監視員と
して臨時職員１人を配置しました。

●伊勢自動車道玉城インター出口への「度会町」
案内標示板の設置
中日本高速道路株式会社に要望書を提出し、平
成２１年８月中に設置される予定です。

●鳥獣被害対策の充実
平成２０年９月に度会町鳥獣被害防止対策協議
会を設立し、さまざまな対策を実施・計画して
います。詳しくは、「広報わたらい」１月号を
ご覧ください。

●宮川増水時に自主避難の目安とするための水位
計設置について
平成２１年度中に、目盛を表示した避難予察標
識を１か所設置します。

●ごみ袋（度会町指定収集袋）への字名・氏名の
記入について
記入を支持するご意見もありましたが、廃止の
要望が多いことやごみの分別が定着したことか
ら、８月３日をもって廃止することになりまし
た。詳しくは、「広報わたらい」７月号をご覧
ください。

●自主運行バスについて
町民の皆さんのご意向を把握するために、１月
に「地域交通体系に関するアンケート」を実施
し、現在、今後の対応を検討しています。アン
ケートの結果については、「広報わたらい」５
月号をご覧ください。

●地域交流センターの図書の貸出について
５月から、第２・第４土曜日に地域交流センター
で図書の貸し出しを始めました。詳しくは、

「広報わたらい」５月号をご覧ください。
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　平成２１年第２回度会町議会定例会が、去る７月９日か
ら１６日にかけての８日間で開催され、補正予算案や条例
改正案などについて審議し、それぞれ原案どおり可決・承
認されました。

平成21年第２回
度会町議会定例会を開催

地域活性化・経済対策事業
　　　　１７８, ６８９千円　　　

●
一
般
会
計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

１
７
８
，
６
８
９
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
２
１
７
，
１
７
４
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

○
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備

事
業

○
度
会
小
・
中
学
校
安
全
安
心
エ

リ
ア
確
保
事
業

○
葛
原
地
区
集
落
排
水
路
整
備
事

業
○
町
管
理
主
要
道
路
外
側
線
等
設

置
事
業

○
環
境
対
応
公
用
車
等
購
入
費

衛
生
関
係

○
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
業
務
委

託
料

農
林
水
産
業
関
係

○
林
道
井
口
谷
線
舗
装
工
事

○
林
道
新
藤
越
線
測
量
設
計
業
務

委
託
料

○
高
齢
林
整
備
間
伐
促
進
事
業

商
工
関
係

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
事
業

業
務
委
託
料

土
木
関
係

○
地
籍
調
査
業
務
委
託
料
の
追
加

○
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業

務
委
託
料

消
防
関
係

○
高
規
格
救
急
車
購
入
に
要
す
る

広
域
消
防
負
担
金

教
育
関
係

○
理
科
教
材
用
備
品
等
購
入
費

●
特
別
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

１
，
８
０
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
９
４
，
２
０
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

４
０
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

６
２
４
，１
３
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

個
人
町
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
お
よ
び
長
期

譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
条

文
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

度
会
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
橋
本
善
郎
さ
ん
（
日

向
）
を
選
任
し
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
度
会
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て度
会
町
監
査
委
員
に
木
本
タ
ヱ

子
さ
ん
を
選
任
し
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

●
一
般
質
問

○
地
域
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て	

（

山
延
男
議
員
）

○
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

（
木
本
タ
ヱ
子
議
員
）

○
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て	

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
や
管
理
そ
の
他

に
つ
い
て	

（
濱
岡
裕
之
議
員
）

地域活性化・経済対策事業など
一般会計１７８, ６８９千円を追加
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就
任
の
あ
い
さ
つ

第２回度会町議会定例会

盛
夏
の
候
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
私
、

７
月
９
日
開
催
の
町
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
再
度
、
議
長
職
と
い
う
重

責
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
二
年
間
、
微
力
な
が
ら
議
会
議
長
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
責
務
、
そ
の
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
議
員
の

皆
さ
ま
方
と
協
力
し
、
議
会
本
来
の
任
務
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
意
思
を
代

表
し
て
決
定
す
る
機
関
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
役
目
は
も
と
よ
り
、
昨
今
、
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
議
会
の
透
明
化
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
議
会
改
革
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
に
わ
た
り
尽
力
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
議
会
運

営
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
、
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
執
行
機
関
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ま
た
若
い
人
た
ち
が
喜
ん
で

定
住
で
き
る
町
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
議
会
・
行
政
が
一
丸
と
な
り
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

度
会
町
議
会
議
長
　
中 

森
　
　
慰

就
任
の
あ
い
さ
つ

議
長　
　
　
　

中
森　

慰

副
議
長　
　
　

中
村　

忠
彦

監
査
委
員　
　

木
本　

タ
ヱ
子

７
月
９
日
開
催　

町
議
会
定
例
会
で

７月９日改選 委員会委員・議会議員役職名簿	 平成２１年７月９日改選　平成２３年７月１０日まで
◎：委員長　○：副委員長

常　任　委　員　会　委　員 その他委員会委員・議会議員

総務教育常任委員会
◎ 山　延男　○濱岡　裕之
　中村　忠彦　　大釋　恭治
　中井　利正　　中森　　慰

議会運営委員会
◎ 山　延男　○牧　　幸作
　濱岡　裕之　　溝口　周生
　八木　　淳　　福井　秀治

産業福祉常任委員会
◎溝口　周生　○牧　　幸作
　木本タヱ子　　八木　　淳
　鳥羽　幸德　　福井　秀治

議会広報特別委員会
◎中村　忠彦　○濱岡　裕之　
　牧　　幸作　　溝口　周生
　八木　　淳

予算決算常任委員会

◎八木　　淳　○福井　秀治
　濱岡　裕之　　牧　　幸作
　溝口　周生　　木本タヱ子
　中村　忠彦　　 山　延男
　鳥羽　幸德　　大釋　恭治
　中井　利正

伊勢地域農業共済
事務組合議会議員 　中井　利正

度会広域連合議会議員 　濱岡　裕之　　福井　秀治

伊勢広域環境組合
議会議員 　牧　　幸作　　大釋　恭治

わたらい老人福祉
施設組合議会議員 　溝口　周生

議
会
役
職
　
改
選

議
会
役
職
を
改
選
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○ ○ ○ ○

○ ○  ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

度 会 次 郎

度 会 太 郎

度 会 太 郎

平成○○年○○月○○日

平成 21 年○○月○○日

○ ○ ○ ○ ○ 番 地

平成21年9月1日～平成○○年○○月○○日

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
８
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
、
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
９
月
10
日
（
木
）
ま

で
に
『
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
に
よ
る
手
当
の
支
給
停
止
者
も
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
に
よ
り
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
し
て
、
障
が

い
者
・
乳
幼
児
・
一
人
親
家
庭
等
の
方
を
対
象
に
、

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

父
の
い
な
い
18
歳
に
達
す
る
年

度
末
ま
で
の
児
童
（
父
が
重
度
の

障
害
に
あ
る
場
合
を
含
む
）
の
母

や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
父
ま
た
は
母

の
死
亡
に
つ
き
公
的
年
金
を
受
け

る
と
き
や
、
そ
の
児
童
の
父
が
公

的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
き
、
ま
た
、
母
が
事
実
上
婚

姻
状
態
に
あ
る
夫
が
あ
る
と
き
な

ど
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
そ
の
父
、
母
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と

き
や
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
な

ど
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
両
制
度
と
も
請
求
す
る
方
や
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
額
に
応

じ
て
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

資
格
の
更
新

現
在
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、

９
月
１
日
の
資
格
更
新
に
合
わ
せ
、

所
得
な
ど
か
ら
受
給
資
格
判
定
を

行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
受
給
資

格
の
あ
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
に

受
給
資
格
証
を
送
付
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は

受
診
を
す
る
と
き
は
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
、
必
ず
「
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
証
」
を
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
領

収
証
明
書
を
も
と
に
、
対
象
者
の

指
定
さ
れ
た
口
座
に
助
成
金
が
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」

の
提
示
が
な
い
と
、
医
療
機
関
か

ら
領
収
証
明
書
の
発
行
が
さ
れ
ず
、

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

福祉医療費助成制度の概要
区分 対象者 助成の対象となる医療費

障がい者

◦身体障害者手帳 1 から 4 級、ま
たは療育手帳Ａ 1（最重度）、Ａ
2（重度）、Ｂ 1（中度）、知能指
数 50 以下の判定を受けた方

◦精神障害者手帳 1 級の認定を受
けた方

一 つ の 医 療 機 関 で 1 か 月 に 支
払った合計金額から、附加給付
金（ 注 １） や 高 額 療 養 費（ 注 ２） な ど
を 差 し 引 い た 額。 た だ し、 精 神
障害者手帳１級の認定を受けた
人 は、 通 院 の み が 助 成 の 対 象。 

（注１）附加給付金
健康保険組合や共済組合などの保険者
が、独自に医療費を助成する制度

（注２）高額療養費
一つの医療機関で 1 か月に高額の一部
負担金を支払った時の限度額を超えた
分を払い戻しされる制度

乳幼児 ◦出生日から就学前の乳幼児

一人親家庭等

◦満１8 歳未満児を扶養している
一人親家庭などの母または父お
よびその児童

◦父母のいない児童

※障がい者、乳幼児、一人親家庭等についての住民税非課税世帯による入院時の食事療養に
係る標準負担額の助成は廃止されました。

福
祉
医
療
費
助
成
の
受
給
資
格
を
更
新

8広
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所得が低いなど、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合には、申請手続きをすることで保険料
の納付が免除・猶予される「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」があります。

また、一般的に所得が無かったり、低かったりする学生が多いことから、２０歳以降の在学期間中の保険料
の納付を猶予し、社会人になってから納めることができる「学生納付特例制度」もあります。

全額免除制度　保険料の全額（１４,６６０円）が免除
本人、配偶者、世帯主の前年の所得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、保険料が全額免除

となります。平成２１年４月１日以降に全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金額２分
の１として計算されます。

一部納付（一部免除）制度　保険料の一部を納付、残りの保険料を免除
本人、配偶者、世帯主の前年の所得が一定額以下の場合に、申請手続きをし、保険料の一部を納付することで、

残りの保険料が免除となります。
ただし、納付すべき一部の保険料が未納の場合、一部免除が無効（未納と同じ）となりますのでご注意ください。
一部納付制度は３種類です。それぞれの納付額と平成２１年４月以降の年金額の計算は次のとおりです。

●４分の１納付（保険料額　３,６７０円）→ 年金額８分の５
●半 額 納 付（保険料額　７,３３０円）→ 年金額８分の６
●４分の３納付（保険料額１１,０００円）→ 年金額８分の７

若年者納付猶予制度
３０歳未満の人で本人、配偶者の前年の所得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、保険料の

納付が猶予されます。

学生納付特例制度
学生の人で本人の所得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、保険料の納付が猶予されます。

※申請には学生証の写し、または在学証明書が必要です。

保険料免除・猶予の申請期間
平成２１年度の免除申請期間は、平成２１年７月から平成２２年６月までです。（学生納付特例は平成２１年

４月から平成２２年３月まで）申請をされる方は、役場税務住民課までお越しください。
※免除・猶予の申請には、前年の所得を確認する必要がありますので、必ず所得税などの申告をしてください。（４
月から６月分の申請については、前々年の所得で確認します。）

国民年金保険料の納め忘れはありませんか
国民年金は、日本国内にお住まいの２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入する制度です。保険料の納付を

続けることで、老後の生活保障である老齢基礎年金だけでなく、万一のときに障害基礎年金や、遺族基礎年金が
受け取れる制度です。老後や万一の事故の場合に給付が受けられないことのないよう忘れずに納付しましょう。

▷問合先
伊勢社会保険事務所

（☎２７－３６００）

国民年金の保険料を
免除・猶予する制度があります

9 広
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

７
月
16
日

十じ
ゅ
う
や
く薬
の
干ほ

さ
れ
旧

き
ゅ
う

家か

の
牛
つ
な
ぎ

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

絎く
け

縫ぬ
い

ひ
の
針
目
う
つ
く
し
絹き

ぬ
あ
わ
せ袷

大
野
木　

串
田　

冬
扇

夏な
つ

帽ぼ
う

子し

ひ
と
日
の
た
び
の
荷
を
軽
く

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

声
あ
げ
て
む
づ
か
る
嬰や

や

の
昼ひ

る

寝ね

覚ざ

め

葛　

原　

中
井　

和
子

ひ
と
り
居
や
簾す

だ
れ

の
中
の
夕
ご
こ
ろ

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

退
院
の
見み

繕つ
く
ろひ
し
て
更こ

ろ
も
が
え衣

大
野
木　

西
村　
　

永

髭ひ
げ

剃そ

り
の
音
軽
や
か
に
梅
雨
晴
れ
る

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
競き

そ

ひ
し
あ
と
の
汗あ

せ

美は
し

し
く

立　

岡　

牧　
　

明
子

わが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェル

ただいまやんちゃ
の 大 安 売 り 中 で
す。どこかで会っ
たら一緒に遊んで
ね♥

杉
す ぎ

本
も と

　 駿
しゅん

助
す け

 くん（ 柳 ）
　　　平成１９年９月３日生まれ

父　正史 さん　 母　千恵 さん
小学校や福祉施設を訪ねて「出前ライブ」をしてい

る著者が書いた保健室で繰り広げられる１２のお話。や
さしい先生がいつもいてくれる保健室はほっと一息つけ
る場所。子どもたちの家族にも友達にも見せない表情が
この本の中にはあります。すべて実際にあったお話です。

地域交流センターの図書室はどなたでもご利用していただ
けます。
▷今月の貸出日　８月８日（土）、２２日（土）
　　　　　　　　午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日
▷問合先　町地域交流センター（☎６３−００７０）

お薦めの一冊
『保健室ものがたり』

こんの ひとみ 著

図書室だより

平成２１年７月１日付けで、度会町担当の人権擁護委員とし
て、清水幸子さん（牧戸）が、法務大臣から委嘱されました。

今後、清水さんには皆さんの人権が侵犯されることのないよ
うに、多方面にわたり相談にのっていただくなど、町の頼れる
人権擁護委員として、ご尽力いただきます。

また、平成１８年から３年間、人権擁護委員を務めていただ
いた大西恭子さん（大野木）に、長年にわたり国民の人権の擁
護と人権思想の普及高揚に尽くされたとして、津地方法務局長
から感謝状が贈られました。

おめでとうございました。 （左）大西恭子さん　 （右）清水幸子さん

人権擁護委員　清 水 幸 子 さんが就任
　　　　　　　大 西 恭 子 さんに感謝状

10広
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ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

６
月
12
日
、
全
校
生
徒
に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
き
の

マ
ナ
ー
が
身
に
つ
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
校
舎
や
体
育
館
、
通
学
路
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
全
校
生
徒
が
ゴ
ミ

拾
い
や
溝
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
周
り
の
環
境
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
、

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
身
を
も
っ
て
経
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

６月１０日、先輩が仕事について語る『先輩体験談』を聞かせていただき、
「仕事に対する前向きで誠実な姿勢」「コミュニケーション力」の重要性など、
特に３年生は、厳しい就職戦線に挑んでいく気構えを持つ良い機会になりま
した。

僕は就職希望ですが、先輩の話を聞いて大変参考になりました。就職試験
までに夏休みから面接練習を何回も行ったことや、一般教養試験では漢字が
かなり出題されること、さらには良い会社というのは給与以外に住宅手当や
家族への扶養手当などもあることなど、今まで家の人や先生方から聞いた言
葉の意味がよくわかりました。

今年の就職はとても厳しいと言われていますが、努力して頑張りたいと思
います。	 （３年１組  山口拓郎）

先 輩 体 験 談 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

８月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1
×

2 3 4 5 6 7 8
× ○ × × ○ ○ ×
9 10 11 12 13 14 15
× ○ × × × × ×
16 17 18 19 20 21 22
× × × × ○ ○ ×
23 24 25 26 27 28 29
× × ○ ○ ○ ○ ×
30 31
× ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承

ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。

http://booklog.jp/users/watarailib

　
宮
川
調
査

６
月
15
日
、
１
学
年
51
人
が
、
宮
川
に
棲
息
す
る
水
生
生
物
を
観
察
し
、
宮
川
の
水
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

水
の
流
れ
を
体
感
し
た
り
、
資
料
に
出
て
い
な
い
生
物
を
見
つ
け
た
り
、
現
地
調
査
す
る
こ
と
の
意
義
と
楽
し

さ
を
経
験
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
石
を
持
ち
上
げ
た
り
、
岩
の
下
を
見
た
り
し
て
水
生
生
物
を
探
し
ま
し
た
。

捕
ま
え
よ
う
と
す
る
と
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
り
、
と
て
も
す
ば
し
っ
こ
く
、
逃
げ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
難
し
か
っ
た
で
す
。
宮
川
の
水
は
冷
た
く
て
気
持
ち
良
か
っ
た
し
、
水

生
生
物
採
取
は
と
て
も
楽
し
く
て
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。（

１
年
２
組  

山
口
泰
宏
）

　
高
校
野
球
三
重
大
会
抽
選
会

６
月
23
日
、
第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
三
重
大
会
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
南
伊
勢
高
校
は
、
７
月
18
日

の
初
戦
で
、
松
阪
工
業
高
校
と
対
戦
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
開
会
式
で
の
選
手
宣
誓
を
引
き
当

て
、
山
本
貴
大
主
将
は
、
選
手
宣
誓
を
し
た
経
験
の
あ
る
監
督
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
終
始
苦
笑
い
で
し
た
。

南
勢
校
舎
と
の
合
同
練
習
が
で
き
る
の
は
土
・
日
曜
日
し
か
な
く
、
連
携
の
守
備
練
習
が
で
き
ず
苦
労
も
あ

り
ま
し
た
が
、試
合
で
は
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
い
る
親
や
仲
間
へ
の
感
謝
の
思
い
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ベ
ス
ト
16
を
目
指
し
ま
す
。	

（
野
球
部
主
将　

山
本
貴
大
）

　
陸
上
競
技
部
東
海
総
体
結
果

６
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
三
重
県
営
陸
上
競
技
場
で
東
海
総
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
円
盤
投
〈
３
位
〉 

南　

星
人
（
３
年
）
43
ｍ
73

男
子
砲
丸
投
〈
８
位
〉 

南　

星
人
（
３
年
）
14
ｍ
46

女
子
や
り
投
〈
７
位
〉 

奥
村
つ
か
さ
（
１
年
）
41
ｍ
02

円
盤
投
げ
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
南
星
人
君
が
、８
月
に
奈
良
県
で
行
わ
れ
る
全
国
総
体
に
出
場
し
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ロックスライダー 流水プール ウォータースライダー

渓流プール 幼児プール 25mプール

６月２８日にオープンした『遊水プール鏡』は、おかげさまでたくさんのご来場により賑わいを見
せています。　　
豊かな自然と心身のリフレッシュに、清涼なプールでこの夏を存分に楽しんでください。
今年は、８月３０日まで営業します。６種類のプールやスライダーが揃う本格的レジャープール『遊

水プール鏡』で楽しく遊んでみませんか。

遊水プール鏡で　
夏を満喫しませんか！

イベントのお知らせ
サマーアクアビクス
▷開催日時　８月８日（土）

①午前１１時～１１時４５分②午後２時～２時４５分
▷開催場所　遊水プール鏡内２５ｍプール
▷定 員　３０人程度

ヨーヨー・スーパーボールプレゼント
▷開 催 日　８月９日（日）・１５日（土）
※お帰りの際にプレゼントします。数に限りがあります
のでご了承ください。

▷問 合 先　遊水プール鏡（☎６３−０００５）または
町教育委員会事務局（☎６２−２４２２）
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わたらいClose Up

去る７月２日、役場大会議室を会場に、「美し国
おこし・三重」説明会が開催され、すでに地域づく
り活動をしている方、これから活動を始めようとい
う方など５２人が参加しました。

事業概要の説明を受けた後の地域プロデューサー
である寺内浩司さんとの意見交換では、「地域の名
所や旧跡を守る活動をしたい」「人を集めるにはど
うすれば良いか」「自分が撮った写真で度会町を紹
介したい」など、活発な意見が出されました。

大野木区では、宝くじの助成を受けて、グラウン
ド、ゲートボール場に倉庫２棟と簡易休憩所１棟を
設置したほか、ゲートボールの試合などで使用する
ベンチや拡声装置などの備品を整備しました。

この取り組みは、（財）自治総合センターが実施
する「コミュニティ助成事業」を活用したもので、
地域のコミュニティ活動の活性化を目的に、宝くじ
の普及広報活動の一環として助成されました。

『美
うま

し国おこし・三重』
説明会を開催

コミュニティ助成事業
大野木区　倉庫などを整備

去る７月１９日、町地域福祉センターで、度会町
手をつなぐ親の会の皆さんがバーベキューを開き、
互いに交流を深めました。

障がいを持つ方とその家族や一般参加のボラン
ティアの皆さん、南伊勢町の親の会の方々など５６
人が参加し、談笑しながらバーベキューをした後、
子どもたちはボランティアの皆さんと歌体操やゲー
ムなどを楽しみ、家族の皆さんは子どもの将来や障
害福祉について話し合いました。

地域福祉について考えていただく機会を設けよう
と、役場大会議室で講演会が開催され、住民流福祉
総合研究所代表の木原孝久さんを講師に招き、福祉
制度の行き届かない隙間を補完するための「助け合
い」や「支え合い」の重要性について、阪神・淡路
大震災での実態や調査結果を交えて教わりました。

また、人とのつながりや地域福祉に役立つ情報を
書き込む「支え合い地図」、住民主導の取り組み事
例の紹介などもあり、「改めて地域福祉について考
えることができた」「思いもしなかった発想を紹介
してもらえて良かった」と参加した皆さんに有意義
な講演会となりました。

度会町手をつなぐ親の会
地域交流を深める

「住民流 助け合い起こし」
地域福祉講演会を開催
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去る７月２３日、役場大会議室で、全国・関西茶
品評会に出品された茶（見本）の求評会が行われま
した。

県の茶関係者によって、茶の外観・香気・滋味・
水色について審査され、製造過程での改善点やアド
バイスなど幅広く概評をいただきました。

生産者の皆さんは、「とても参考になる」と互い
に意見を交わしていました。

去る７月８日、町において、平成８年から転作奨励
作物として推奨しているくりあじカボチャが、栽培農
家からＪＡ伊勢度会出荷場へ初出荷されました。

早朝から集まった栽培農家である生産者の皆さん
は、今年の出来具合や栽培時の工夫などを語り合い
ながら出荷作業に汗を流していました。

去年に比べ約１週間遅い初出荷となりましたが、
外観、糖度ともに良く育っており、この日は３５８
ケースが無事出荷されました。

さらなる向上を　茶求評会くりあじカボチャ初出荷

去る６月１７日、「夢のある農業」を目指し、近隣
市町の生産者の皆さんで構成する“農家の夢人”の
後援を受け、中西貞さん（平生）が、ウグイスの鳴
き声が響く国束寺近くの茶畑で『新茶を楽しむ会』
を開催しました。“農家の夢人”は講師を招くなど数
回にわたり商品化などの勉強会を開き、構成員が開
催する第１回目の企画として開かれたこの会には８
人の方が参加されました。

参加した皆さんは、新茶の手摘みを体験した後、
煎茶やかぶせ茶、ほうじ茶、またお茶を使った餅な
どを味わいました。そのほか、後援を受けた皆さん
から持ち寄られた自家製豆腐や貝などを食べなが
ら、参加した皆さんと共に活動や度会というまちの
素晴らしさについて語り合いました。

去る７月１９日、町商工会主催による『第８回わ
たらい清流鮎釣り大会』が、栗原地内の一之瀬川で
開催されました。

参加した釣り愛好家１５人の皆さんは、午前８時
から１１時までの３時間、見定めたポイントでおと
り鮎を操り、釣果を競うとともに、鮎釣り本来の醍
醐味を味わいました。

捕れた鮎は、入所者の皆さんに食べてもらおうと
わたらい緑清苑に届けられました。

新茶を楽しむ会を開催度会町商工会
第８回わたらい清流鮎釣り大会を開催
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わたらいClose Up

去る６月１３日、度会郡体育協会主催、少年ソフ
トボール大会において一之瀬イーグルスが準優勝に
輝きました。

また、一之瀬イーグルスは、５月下旬に開催され
た第２３回全国小学生ソフトボール大会三重県予選
においても、県内５４チームが参加する激戦の中、
第３位と全国大会出場は逃すものの好成績を収める
など快進撃を続けています。

去る６月２９日、県教育委員会向井教育長が、昨
年統合された度会小学校児童のようすや学校運営の
実情を把握することを目的に度会小学校を訪問しま
した。

県教育長は、各教室で授業を参観し、校長をはじ
め、低・中・高学年代表の教諭らと統合後の取り組
みや課題、要望などについて懇談をしました。

また、スクールバスでの下校のようすも視察され
るなど、熱心に学校のようすを見て回られました。

一之瀬イーグルス
各大会で好成績

県教育長
度会小学校を訪問

去る７月４日、県営陸上競技場を会場に開催され
た第２５回全国小学生陸上競技交流大会三重県予選
会に内城田スポーツクラブが出場し、男子・女子・
男女混成の４×１００ｍリレーにおいて、東海大会
への出場権を手にしました。
※選手氏名敬称略

内城田スポーツクラブ
東海大会出場へ

【女子】中東香菜・小山紗希・森本美南・林田珠里那

【男女混成】山本美結・大西史織・井戸本尚也・大北知哉【男子】福井光宏・林田彼龍・野村太雅・稲垣孝優
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子育て支援教室
『夏まつり』を開催
▶開催日時　８月２４日（月）

午前１０時３０分～１１時３０分
ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　保育所に行っていない

お子さんとその保護者
▶内 容　夏まつり（遊戯・ヨー

ヨー釣り・くじ引きなど）
▶受付時間　午前１０時１５分～
▶参 加 費　２００円
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間

８月１０日（月）～１４日（金）
▶申込・問合先　

町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

第１９回謝恩セール実施中
町商工会では、地域振興事業とし

て第１９回謝恩セールを実施してい
ます。対象となる店舗は、のぼりが
目印です。
▶実施期限　８月１２日（水）
▶問 合 先

町商工会（☎６２−１３１３）

セール抽選会＆２００９わたらい
フェスタｉｎ鏡を開催
▶開催日時　９月５日（土）
◦セール抽選会　午後１時～６時
◦２００９わたらいフェスタｉｎ鏡
（青年部イベント）　午後１時～８
時３０分ごろ
▶開催場所　宮リバー度会パーク芝

生広場
▶内 容　青年部・女性部バザー、

舞台イベント、もちまき、花火な
ど
▶問 合 先

町商工会（☎６２−１３１３）

電気は正しく安全に
使いましょう！
８月は電気使用安全月間です。

感電災害は夏場に集中して発生しま
す。

感電災害を防止するため、電気は
安全に正しく使いましょう。
▶問 合 先
（財）中部電気保安協会伊勢事業所
（☎２５−０８９２）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　８月２７日（木）
午後１時～３時
▶開催場所　県志摩庁舎衛生教育室
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７−５１４８）

三重県認知症
コールセンターを開設
県は、認知症の方やその家族を支

援するための相談窓口として、「三
重県認知症コールセンター」を開設
しました。

認知症の介護の悩み、医療、介護
サービスの利用方法などさまざまな
相談をお聞きします。一人で悩まず、
抱え込まず、お電話ください。相談
は、認知症の介護経験者などがお受
けします。なお、秘密は堅く守られ
ます。
▶相談電話番号

０５９−２３５−４１６５
▶開設日時　毎週月曜～金曜日

午前９時３０分～午後５時３０分
※祝日および年末年始を除く。
▶問 合 先
（社）認知症の人と家族の会三重
県 支 部（ ☎ ０ ５ ９ ５ − ２ ４ −
４５４５）または県健康福祉部長
寿社会室（☎０５９−２２４−
３３２７

玉掛け技能講習会を開催
▶開催日時

８月２７日（木）～２９日（土）
▶開催場所　コマツ近畿（伊勢市西

豊浜町）
▶受講料　１３，５００円
▶定 員　６０人（定員になり次

第締切）
▶受講資格　満１８歳に達してから

つり上げ荷重１トン以上のクレー
ンなどについて玉掛けの補助業務
の経験を６か月以上有する者
▶申込に必要なもの　印鑑、受講料、

写真２枚（２. ５㎝×３．５㎝）
▶申込・問合先

三重県建設労働組合伊勢支部
（☎２３−５５３５）
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新型インフルエンザに対する
発熱外来を廃止
新型インフルエンザの毒性が弱い

ことから、県内１３病院に設置され
ていました発熱外来が、去る７月８
日から廃止されました。発熱などの
インフルエンザ様症状があるとき
は、かかりつけ医に電話で連絡し、
医師の指示に従って受診してくださ
い。

また、「発熱相談センター」は『県
インフルエンザ相談窓口』になり、
平日時間内での対応に変わりました。
▶県インフルエンザ相談窓口

伊勢保健所（☎２７−５１４８）
▶相談時間　午前８時３０分～午後

５時１５分
▶問 合 先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）

養殖研究所の一般公開を開催
（独）水産総合研究センター養殖研

究所では、当所の仕事を皆さんに
知っていただくため、一般公開を行
います。本年は、研究所発足３０周
年記念として２日間開催します。皆
さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越
しください。
①８月２９日（土）
▶開催時間　午前１０時～午後３時
▶開催場所　養殖研究所南勢庁舎
（度会郡南伊勢町）

▶開催内容　研究内容の紹介、エサ
やり体験、タッチプール、海藻の
しおり作りなど
②８月３０日（日）
▶開催時間　午後１時～５時
▶開催場所　いせシティープラザ
（伊勢市）

▶開催内容
３０年を振り返った講演会

▶問合先
（独）水産総合研究センター養殖
研究所業務推進部（☎０５９９−
６６−１８３０）

ご存じですか　建退共制度
建退共制度とは、建設現場で働く

人のための業界退職金制度です。事
業主が変わっても退職金は通算でき
ます。
▶加入できる事業主

建設業を営む方
▶対象となる労働者

建設業の現場で働く方
▶掛 金　日額３１０円
※掛金は事業主負担ですが、法人は
損金、個人では必要経費として扱わ
れ、税法上全額非課税となります。

詳しくはお問い合わせください。
▶問 合 先

建退共三重支部
（☎０５９−２２４−４１１６）

『広報わたらい』５月号
掲載誤りのお詫びと訂正

『広報わたらい』５月号６ページ
に掲載の「農家の皆さんへ電気柵資
材購入を補助します」の補助対象設
備について誤りがありました。お詫
びして次のとおり訂正します。
※訂正後のみ掲載
▶補助対象設備

個人（農業生産法人などを含む）
または共同により、新規対象地にお
いて電気柵を設置するために、平成
２１年４月１日から平成２２年３月
３１日までに新たに購入した電気柵
資材一式または資材の一部
※１基のみを対象とします。
※既に設置された電気柵の資材の更
新は対象外となります。
主な資材
◦電気牧柵器（本体）
◦柵線（柵線・進入口用クリップ・

柵線巻取器・電流チェッカー）
◦ガイシ
◦ポール（専用ポールまたは鉄筋・

鉄パイプ・プラスチック杭などの
同等品）

▶問 合 先　役場産業建設課
（☎６２−２４１６）

引揚者からお預かりした通貨・
証券など返還しています
名古屋税関では、終戦後に外地よ

り引き揚げてこられた方々が、税関
などに預けた通貨や証券などをお返
ししていますが、今なお引き取り手
がなく、保管されたままになってい
るものが多数あります。

返還請求やお問い合わせは、ご本
人はもとより家族でも構いません。
お心当たりのある方はお気軽にお問
い合わせください。
▶返還している通貨・証券など
◦上陸地の税関または海運局に預け

た通貨・証券など
◦帰国前に在外公館や日本人自治会

などに預けた通貨・証券のうち、
その後日本に返還されたもの
▶問 合 先

財務省名古屋税関監視部監視許可
通関部門（☎０５２−６５４−
４０６０）または四日市税関支署
尾鷲出張所（☎０５９７−２２−
１３８５）

ハローワーク伊勢
障害者就職面接会を開催
伊勢公共職業安定所では、お仕事

をお探しの障害者を対象とした障害
者就職面接会を開催します。

当日は、多数の企業と面接するこ
とができます。
▶開催日時　１０月１６日（金）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所

伊勢市生涯学習センター　いせト
ピア（伊勢市）

▶問 合 先　伊勢公共職業安定所
（☎２７−８６０９）
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３歳６か月児健診
９月１６日（水）

受付：午後０時３０分～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１８年１月・２月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
９月１６日（水）

受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２１年７月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２１年２月生まれのお子さん

育児相談（保健相談）

９月４日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

結核（胸部レントゲン）・
肺がん検診・大腸がん検診
９月２８日（月）～３０日（水）、
１０月１日（木）　　　　　　　　
結核検診
対象者：６５歳以上の方（昭和２０年

３月３１日以前生まれの人）
大腸がん・肺がん検診
対象者：４０歳以上の方（昭和４５年

３月３１日以前生まれの人）

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

８月７日（金）・２１日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ －
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

8月の 町 税
町　県　民　税　第２期
国民健康保険税　第４期

※口座振替日は、８月２７日
（木）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

産 バザールわたらい
直市　　　　　
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Watarai Information

遊・友・YOU くらぶ

９月　９日（水）
　　　ひよこグループ
９月１０日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用でき
ないときは、創作活動室をご利用下
さい。

地区巡回広場わたぼうし

９月　３日（木）
　町地域福祉センター一之瀬支所
　（旧南中村保育所）
９月２４日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
１１時３０分ごろ

内容：保育士による手遊び、自由遊
びなど

対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp
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今 シリーズ
夜の夕食

よく冷えたビールがおいしい季節です。ビールを飲んで、
おつまみを食べて、ごはんを食べて・・・と高カロリーになっ
て、メタボの原因になってしまいます。

今月は、低カロリー・高タンパク質・塩分控えめ、野菜
もとれて、副菜にもおつまみにもなるアサリの料理を紹介
します。

度会町食生活改善推進協議会

夏のメタボ予防料理　殻付きアサリのソテー

材料（４人分）
❶アサリはもみ洗いし、水気をきる。

❷にらは３㎝長さに切る。

❸ねぎ・ショウガはみじん切り、赤唐辛子は小口切りにする。

❹油を熱して③を炒め、香りが出たらアサリを入れて、口が

開くまで炒め、にらを加えて火を止める。

作り方

殻付きアサリ	 ６００ｇ

にら	 ９０ｇ

ねぎ	 １２ｇ

ショウガ	 ６ｇ

赤唐辛子	 少々

油	 大さじ３分の２

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場
◦総務課	 ６２−１１１１
◦政策調整室	 ６２−２４２３
◦税務住民課
・住民係	 ６２−２４１１
・税務係	 ６２−２４１４
◦福祉保健課
・福祉係	 ６２−２４１３
・支援係
　（地域包括支援センター）
	 ６２−１１１８
・保健係（保健センター）
	 ６２−１１１２
◦生活環境課	 ６２−２４１５
◦産業建設課
・農林係	 ６２−２４１６
・振興係	 ６２−２４１６
・建設係	 ６２−２４２０
◦出納室	 ６２−２４１０

◦議会事務局	 ６２−１１１３
◦教育委員会事務局
	 ６２−２４２２
◦夜間・休日宿日直室
	 ６２−１１１４
■保育所
◦棚橋保育所	 ６２−００７４
◦長原保育所	 ６４−００２２
◦中之郷保育所	 ６２−００７０
■地域交流センター
	 ６３−００７０
■社会福祉協議会	 ６２−１１１７
■わたらい緑清苑	 ６２−２２００
■美化センター	 ６２−０２４９
■中央公民館	 ６２−１５８８
■度会小学校	 ６２−０００４
■度会中学校	 ６２−０１９４
■バザールわたらい
	 ６３−０３３３

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

６月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前	 保護者名	 字名

中嶋　漣
レン

	 一浩	 麻加江
平川　樹

イツキ

	 真太	 大野木
山本　琥

コ

太
タ

朗
ロウ

	真太朗	 棚　橋
西岡　斗

トウ

護
ゴ

	 直樹	 和井野

６月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
東谷　五郎	 ９１	 注連指
上村　莞爾	 ７６	 注連指
常山　とせ	 ９０	 長　原
東谷　 二	 ８１	 平　生
中西　てい子	 ８２	 牧　戸
中世古　金造	 ８２	 大野木
中山　清二	 ７３	 大野木
山口　昇作	 ７２	 葛　原
中村　とき枝	 ９８	 上久具
中森　文次	 ５８	 和井野
大西　テルエ	 ８３	 下久具
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町獣害対策や町商工会ブランドづくりなど
県議会議員　調査に来庁

去る７月２１日、町の獣害対策や町商工会の取り組む「伊
勢の山の贈り物　獅子と鹿を活用したお伊勢さんブランド
づくり」の調査を目的に、県議会防災農水商工常任委員会
の委員８人が役場を訪れました。

委員の皆さんは、町における獣害の現状や取り組み、課
題、また町商工会の取り組む事業の説明などを受け、現在、
開発中の猪・鹿を使った試作品を試食されました。

委員の皆さんからは、獣害防止の具体的な対策や内容、
商品化に向けた猪・鹿の個体の安定供給などさまざまな質
問がなされました。
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人　口	 男　４,３７８（－ ８）	 出生　　５
女　４,６９８（－ ７）	 死亡　１０
計　９,０７６（－１５）	 転入　１０

世帯数２,８０５（＋ ２）	 転出　２０

平成２１年６月３０日現在
(　 ) 内は前月比

農業を営む棚橋在住の山本充 さん。
山本さんには、子どもたちの登下校時の安全指導
や田植え・稲刈り体験といった教育のお手伝いなど
地域を支えるさまざまな活動にご協力をいただいて
います。

★農業についての想い
農業への若い世代の関心の薄さ、後継者不足が
心配です。

★子どもたちの教育に関わる中で
田植えや稲刈りの体験をしてもらって米１粒か
らいろいろな事を感じ取ってもらえれば良いと
思っています。「ありがとう」「山本さんのよう
になりたい」など感謝の言葉を言ってもらえる
とやっていて良かったなと思えます。

★度会町に望むこと
「仕事だ」「用事だ」となかなか父兄であっても
見守り続けられない時勢ではあるけど、子ども
たちの安全や教育、将来のためにもっと親も家
族も地域もつながりをもって考えてあげられる
町であって欲しいです。

★度会町の好きなところは
人が良いところ。自然豊かで景色の良いとこ
ろ。
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記

取材先で町外の方と接する機会があり、あえて聞いた

わけでもなく、この町の素晴らしさを語ってくれました。

それはおそらく、普段この町に身を置く私たちでは感

じ得ないものであるように思いました。

まちづくりをする中で、地域の皆さんの声はもちろん

大切ですが、町の外からの生の声も見えないことを気づ

かせてくれるのだなと改めて感じさせてもらいました。
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